
日医発第 1685 号（保険） 

令和７年 1月 7日 

都道府県医師会 

自賠責保険担当理事 殿 

日本医師会常任理事 

細 川 秀 一 

（公 印 省 略） 

日本医師会、日本損害保険協会、損害保険料率算出機構による 

「Web アンケート調査結果」について 

 

平素より本会会務に特段のご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

自賠責保険診療費算定基準（新基準）の制度化に向けての、日本医師会、日本損

害保険協会、損害保険料率算出機構による共同調査の実施につきましては、令和６

年 10 月 16 日付け日医発第 1228 号（保険）にてご案内申し上げたところでござい

ますが、今般、アンケート調査結果が取りまとめられましたのでご報告申し上げま

す。 

当該調査につきましては、損害保険料率算出機構のデータに基づき、2023 年度に

自賠責請求の実績があった医療機関（21,712 件）宛てに、アンケート調査票を DM

にてお送りし、その結果、2,998 件のご回答をいただくことができました。 

（詳細については添付資料を参照ください。） 

ご協力いただいた先生方におかれましては、ご多忙中にも関わらず貴重なご意見、

ご回答を賜りましたこと厚く御礼申し上げます。 

当該調査により、新基準の促進策に資する貴重なデータを得られることができま

したので、さらなる検討を三者共同で取り進めて参ります。 

今後とも、ご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

【添付資料】 

・日本医師会、日本損害保険協会、損害保険料率算出機構による Web アンケート調

査結果について 



日本医師会、日本損害保険協会、損害保険料率算出機構による

Webアンケート調査結果について
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1. アンケートの調査概要
日本医師会・日本損害保険協会・損害保険料率機構の三者合意
で策定された新基準について利用実態を把握し、普及促進を図
るため

調 査 目 的

公益社団法人日本医師会／一般社団法人日本損害保険協会／
損害保険料率算出機構

調 査 主 体

株式会社マクロミル調査委託会社

医療機関の代表者一名

※損害保険料率算出機構のデータに基づき、2023年度に自賠責請求の
実績があった医療機関に対して実施しています。

調査対象者

5～10分程度所 用 時 間

2024年10月18日（金）頃～11月25日（月）調 査 期 間

2,998サンプル有効回答数
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２. アンケートの回答方法
【回答手順】
① パソコン・タブレット・スマートフォンで、DM案内に記載のURLを入力、ま

たは二次元バーコードを読み取って、アンケート画面へアクセス。
② トップ画面で貴施設に割り振られたID（DM内に記載）を入力し、回答画面へ。
③ 画面に従い回答を進め、最後に回答を送信して終了。

DM案内文書
の裏面
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DM案内イメージ（表面）
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DM案内イメージ
（裏面）
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3. アンケートの内容
【質問一覧】

新基準の経緯や内容をご存じでしたか？Q1

交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を使用していますか？Q2

Q2で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「すべて使用している」と回答されまし
たが、その理由について該当するものを選択してください。

Q3

Q2で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「一部使用している」と回答されました
が、なぜ全ての診療においてを新基準を使用していないのか、その理由について該当するものを選
択してください。

Q4

Q2で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「全く使用していない」と回答されまし
たが、その理由について該当するものを選択してください。

Q5

アンケート冒頭で説明した以下の新基準の説明を踏まえ、今後の新基準の使用につきお聞かせくだ
さい。

Q6

新基準の使用にあたって必要な条件として考えられるものを選択してください。（Q6で「条件が整
えば、使用したい」を選択した方のみ）

Q7

新基準を使用しない理由として考えられるものを選択してください。（Q6で「使用する予定はな
い」を選択した方のみ）

Q8

その他、交通事故診療における自賠責診療報酬の基準についてご意見があれば、教えてください。Q9
医療機関名を教えてください。Q10
貴院の病床規模を教えてください。Q11
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すべて知っていた

26.6%

一部のみ知っていた

42.3%

知らなかった 31.1%

[Q1] 新基準の経緯や内容をご存じでしたか？(n=2998)

全体（2998） ％
1 すべて知っていた 26.6
2 一部のみ知っていた 42.3
3 知らなかった 31.1
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すべて使用している

55.1%

一部使用している

8.0%

全く使用していない

36.8%

[Q2] 交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を使用して
いますか？ (n=2998)

全体(2998) ％
1 すべて使用している 55.1
2 一部使用している 8.0
3 全く使用していない 36.8
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61.9

44.7

30.1

20.0

31.8

47.3

1.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準がレセプトコンピュータに入っているため

新基準による請求は、請求金額について保険会社とトラブルになりにくいため

新基準の方が、健康保険の請求金額よりも適切な請求水準になっていると考えているため

新基準を使用していれば、治療費は原則として請求関係書類の受付日から翌月末までに支

払われるため

新基準を使用していれば、治療費の請求・支払い等に関する問題が発生しても、都道府県医

師会・損保協会・料率機構の三者の協議を通じて円滑に解決されることが期待できるため

都道府県医師会・損保協会・料率機構の三者が合意した基準であり、交通事故診療において

は新基準を使用すべきと考えているため

その他

特に理由はない

[Q3] 前問で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「すべて使
用している」と回答されましたが、その理由について該当するものを選択してく
ださい。 [あてはまるもの全て](n=1653)
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34.6

14.2

7.0

3.4

8.3

24.4

1.4

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準がレセプトコンピュータに入っているため

新基準による請求は、請求金額について保険会社とトラブルになりにくいため

新基準の方が、健康保険の請求金額よりも適切な請求水準になっていると考えているため

新基準を使用していれば、治療費は原則として請求関係書類の受付日から翌月末までに支

払われるため

新基準を使用していれば、治療費の請求・支払い等に関する問題が発生しても、都道府県医

師会・損保協会・料率機構の三者の協議を通じて円滑に解決されることが期待できるため

都道府県医師会・損保協会・料率機構の三者が合意した基準であり、交通事故診療において

は新基準を使用すべきと考えているため

その他

特に理由はない

[Q3] 前問で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「すべて使
用している」と回答されましたが、その理由について該当するものを選択してく
ださい。 [もっとも当てはまるもの一つ](n=1653)
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[Q4] 前問で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「一部使用
している」と回答されましたが、なぜ全ての診療において新基準を使用してい
ないのか、その理由について該当するものを選択してください。
[あてはまるもの全て](n=241)

27.8

25.7

44.0

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準がレセプトコンピュータに入っていない（手書きで対応する）ため

健康保険における診療報酬の基準で請求した方が事務負担が少ないため

保険会社から申し出があった場合に新基準としているため

その他
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[Q4] 前問で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「一部使用
している」と回答されましたが、なぜ全ての診療において新基準を使用してい
ないのか、その理由について該当するものを選択してください。
[もっとも当てはまるもの一つ](n=241)

22.8

19.9

36.5

20.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準がレセプトコンピュータに入っていない（手書きで対応する）ため

健康保険における診療報酬の基準で請求した方が事務負担が少ないため

保険会社から申し出があった場合に新基準としているため

その他
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[Q5] 前問で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「全く使用
していない」と回答されましたが、その理由について該当するものを選択して
ください。 [あてはまるもの全て](n=1104)

59.7

20.6

3.7

21.6

26.4

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準をよく知らないため

新基準がレセプトコンピュータに入っていない（手書きで対応する）ため

新基準がレセプトコンピュータには入っているが、使用方法が分からないため

新基準よりも、現在取り扱っている診療報酬の方が適切な請求水準になっていると考えて

いるため

健康保険における診療報酬の基準を用いて単価を変更した方が事務負担が少ないため

その他
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[Q5] 前問で、交通事故における自由診療の請求にあたり新基準を「全く使用
していない」と回答されましたが、その理由について該当するものを選択して
ください。 [もっとも当てはまるもの一つ](n=1104)

50.6

8.8

0.9

13.5

15.6

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準をよく知らないため

新基準がレセプトコンピュータに入っていない（手書きで対応する）ため

新基準がレセプトコンピュータには入っているが、使用方法が分からないため

新基準よりも、現在取り扱っている診療報酬の方が適切な請求水準になっていると考えて

いるため

健康保険における診療報酬の基準を用いて単価を変更した方が事務負担が少ないため

その他
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従前から使用しており、

今後も継続して使用する

58.0%

これまで使用していなかったが、これ

から使用しようと思う 4.5%

条件が整えば、使用したい

21.6%

使用する予定はない

15.8%

[Q6] アンケート冒頭で説明した以下の新基準の説明を踏まえ、今後の新基準
の使用につきお聞かせください。(n=2998)

全体(2998) ％
1 従前から使用しており、今後も継続して使用する 1740 58.0
2 これまで使用していなかったが、これから使用しようと思う 135 4.5
3 条件が整えば、使用したい 648 21.6
4 使用する予定はない 475 15.8
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[Q7] 新基準の使用にあたって必要な条件として考えられるものを選択して
ください。 [あてはまるもの全て](n=648)

49.8

21.0

54.5

50.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準がレセプトコンピュータの標準設定に組み込まれていれば使用する

保険会社に対する請求を健康保険と同様にオンライン請求化すれば使用する

新基準のメリットがもっと理解できれば使用する

法的に義務化されれば使用する

その他
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[Q7] 新基準の使用にあたって必要な条件として考えられるものを選択して
ください。 [もっとも当てはまるもの一つ](n=648)

25.6

5.4

33.0

32.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準がレセプトコンピュータの標準設定に組み込まれていれば使用する

保険会社に対する請求を健康保険と同様にオンライン請求化すれば使用する

新基準のメリットがもっと理解できれば使用する

法的に義務化されれば使用する

その他
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[Q8] 新基準を使用したくない理由として考えられるものを選択してください。
[あてはまるもの全て](n=475)

32.4

23.4

22.3

40.8

4.2

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準についてよくわからないため

患者の状態や治療内容に応じて、柔軟に診療報酬額を設定したいため

新基準がレセプトコンピュータに入っていない（手書きで対応する）ため

自賠責診療の取扱い件数が少なく、事務負担を増やしたくないため

新基準がレセプトコンピュータには入っているが、使用方法が分からないため

その他
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[Q8] 新基準を使用したくない理由として考えられるものを選択してください。
[もっとも当てはまるもの一つ](n=475)

21.1

18.7

11.6

29.5

1.1

18.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新基準についてよくわからないため

患者の状態や治療内容に応じて、柔軟に診療報酬額を設定したいため

新基準がレセプトコンピュータに入っていない（手書きで対応する）ため

自賠責診療の取扱い件数が少なく、事務負担を増やしたくないため

新基準がレセプトコンピュータには入っているが、使用方法が分からないため

その他
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下記［Q］については非掲載としております。

[Q9] その他、交通事故診療における自賠責診療報酬の基準についてご意見
があれば、教えてください。

［Ｑ１０］ 医療機関名を教えてください。
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概ね500床以上 0.9%

概ね100～

500床未満

11.5%
概ね20～100床未満 6.4%

概ね20床未満 24.1%
その他 57.1%

[Q11] 貴院の病床規模を教えてください。(n=2998)

全体 (2998) %
1 概ね500床以上 28 0.9
2 概ね100～500床未満 344 11.5
3 概ね20～100床未満 193 6.4
4 概ね20床未満 722 24.1
5 その他 1711 57.1
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